














































が得られた。サイクリンDlを過剰発現している乳頭腫と癌では proliferatingcel nuclear antigen 
(PCNA)陽性率が高値を示し.PCNAとサイクリンDlの過剰発現の両者の相関係数は，乳頭腫では r=
0.7と高かったが，癌ではわずかに r=0.3であった。すなわち，乳頭腫では，サイクリンDlの過剰発現が
認められるが，癌に至ると逆に，細胞増殖の割にはサイクリンDlの発現が増加しないことが明らかとなっ
た。このことは腫蕩形成の早期にサイクリンDlが過剰発現されることを示している。
本論文は細胞周期を制御する遺伝子であるサイクリンDlの発がん過程における意義を解明する上で貢
献するところが大きく.よって著者は博土(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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